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１．はじめに 

 2014年５月に打ち上げられた国産のLバンドSAR衛星ALOS-2/PALSAR-2データを用いた雲仙岳周辺に

おける干渉解析結果について報告する。 

 

２.干渉解析結果 

 2015年3月と2016年3月の北行軌道及び2015年3月と2016年4月の南行軌道における干渉解析を

行った（第 1表）。その結果、平成新山付近とその東側ローブ下部域において，局所的な位相変化が検

出された。パス131-640では、平成新山付近とその東側のローブ下部域において1サイクル（約12cm）

の衛星視線方向伸張の位相変化が検出された。また、パス23-2960では、平成新山付近で0.5サイクル

（約6cm）の衛星視線方向伸張の位相変化が検出されたほか、その東側のローブ下部域において，約3cm

の衛星視線方向伸張と約6cmの衛星視線方向短縮の位相変化が点在している結果が得られた。ほぼ同時

期の異なる方向からの解析結果が得られたことから、これらを使って2.5次元解析を行い、準上下及び

準東西方向の変動量を計算した（第3図）。これによれば、平成新山付近において約16cmの沈降及び約

18cmの東側への変動が生じていることが分かった。なお、これらの計算については、気象庁の垂木台地

GNSS観測点を無変動と仮定し、位相変化量を計算した。 

 

第１表 解析に使用したALOS2/PALSAR-2データ 

Table1 ALOS-2/PALSAR-2 data used in this study. 
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Path-Frame Orbit Looking Data1 Data2 Figure No.  LOS displacement  

131-640 Ascending 

Right 

2015.03.31 2016.03.15 Fig1 12 cm increase 

23-2960 Descending 2015.03.09 2016.04.04 Fig2 
6 cm increase 

3 cm decrease 
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第1図 雲仙岳山頂周辺における干渉解析結果（パス131-640） 

図中の丸印はGNSS観測点（橙：気象庁、赤：国土地理院、青：防災科学技術研究所、黄：京都大学火山研究

所）を示す。 
Fig.1 Interferogram generated form ALOS-2/PLASAR-2 (Path:131-640) around the summit of Unzendake . The orange 
circle indicates continuous GNSS stations of JMA. 
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第2図 雲仙岳山頂周辺における干渉解析結果（パス23-2960） 

凡例は第1図と同じ。 
Fig.2 Interferogram generated form ALOS-2/PLASAR-2 (Path:23-2960) around the summit of Unzendake.  Color 
circle is same as Fig.1. 
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第3図 2.5次元解析結果（左：準東西方向、右：準上下方向） 
Fig.3 2.5-dimentional analysis using the combination of Fig.1 and Fig.2. (Left: quasi east-west component, Right: quasi 
up-down component) 
 


